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機構変動のリスクの評価と管理 

人間の気候システムへの干渉が起きており、人間および自然システムへの気候変
動リスクが発生している(図SPM.1)。WGIIは、IPCC WGII AR5における影響、適応お

よび脆弱性の評価について、気候変動によるリスクのパターンおよび潜在的な利
益が変化する可能性を評価している。適応や緩和により、気候変動による影響や
リスクを軽減し管理できるかについても検討している。報告書では、適応に関連す
る必要性、選択肢、機会、制約、強靭性、限界やその他の観点について評価して
いる。 

気候変動は、様々な影響の複雑な相互作用と変化するもっともらしさを伴う。この
報告では新たにリスクに焦点を当てることにより、気候変動に関連する意思決定を
助け、報告書の他の要素を補完している。人々や社会は、与えられた多様な価値
観と目標により、リスクと潜在的な利点を異なるやり方で認識またはランク付けす
るかも知れない。 

過去のWGIIの報告書と比較して、WGII AR5は大幅に多くの適切な科学的、技術的、

社会経済的な文献の知見を評価している。記述が増加した分は、人間システム、
適応、および海洋に範囲を拡張し、より広い分野と領域で理解されている評価を活
用している。背景ボックスSPM.1.参照。 
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この要約のセクションAでは、現在までに観測された影響、脆弱性および暴露に対
する適応応答を明確にしている。セクションBでは、将来のリスクと潜在的な利点を
検証している。セクションCは、効果的な適応の原則と、適応、緩和および持続的な
開発の間の広範な相互作用を検討している。背景ボックスSPM.2は中心的な概念
を定義し、背景ボックスSPM.3は主要な発見の確からしさの程度を示すために用い
られる用語を紹介している。 

カッコ内と脚注内の参照は、発見の裏付け、図、表を示す。 

 

 

図SPM.1： WGII AR5の中心概念の説明。気候に関連する影響のリスクは、気候に
関連する危険(危険な現象と傾向を含む)と人間と自然のシステムの脆弱性と暴露
との相互関係の結果である。気候システム(左)および適応と緩和を含む社会経済
プロセス(右)の変化は危険、暴露および脆弱性を進行させる要因である。[19.2, 図
19-1] 
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背景ボックス SPM.1. 評価の背景 

最近の20年間、IPCC WGIIは気候変動の影響、適応、および脆弱性の評価法を開
発した。WGII AR5は、2007年公表のIPCC第4次評価報告書へのWGIIからの寄書
(WGII AR4)と、2012年公表の「気候変動への適応推進に向けた極端現象及び災害
のリスク管理に関する特別報告書(SREX)」を元にしている。これはAR5へのWGIから
の寄書(WGI AR5)に続くものである。 

気候変動の影響、適応、及び脆弱性の評価に利用できる多数の科学的出版物は
2005年から2010年の間に倍以上になり、特に適応に関する出版物が急増している。
途上国からの気候変動の出版物が増加しているが、それは表4のごく一部でしか
ない。 

文書の基礎と学際的アプローチの広がりと、社会的な影響と応答への関心の増加
を反映して、WGII AR5は、2つの部分(Part A: 地球全体および領域の観点、および
Part B: 地域の観点)で構成されている。 
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背景ボックスSPM.2. 要約を理解するための中心的用語 

Climate change: 気候変動 

Hazard: 危険 

Exposure: 暴露 

Vulnerability: 脆弱性 

Impacts: 影響 

Risk: リスク 

Adaptation: 適応 

Transformation:  変化 

Resilience: 強靭性 

正確には「気候変化」と訳すべきだが、
習慣に従って「気候変動」を用いる 
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背景ボックスSPM.3. 知見の評価における確実さの程度の表現 

確信度の表現 very low   非常に低い 

  Low   低い 

  Medium   中程度 

  High   高い 

  very high  非常に高い  

可能性の表現 virtually certain  ほぼ確実  99–100% 

  extremely likely  可能性が極めて高い 95– 100% 

  very likely  可能性が非常に 高い 90–100% 

  likely   可能性が高い  66–100% 

  more likely than not どちらかと言えば >50–100% 

  about as likely as not どちらも同程度  33–66% 

  unlikely   可能性が低い  0–33% 

  very unlikely  可能性が非常に低い 0–10% 

  extremely unlikely 可能性が極めて低い 0–5% 

  exceptionally unlikely ありえない  0–1%. 
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A) 複雑で変化する世界で観測される影響、脆弱性、適応 

A-1. 観測された影響、脆弱性、および暴露 

ここ数10年、気候変動の影響が全大陸と海洋において、自然生態系と人間社会に
影響を与えている。 

図SPM.2:変化する世界への広範な影響   

(A) AR4以降の研究に基づく、気候変動による最近数10年の影響の世界のパター
ン。影響は地理的な範囲毎に示されている。シンボルは受ける影響、観測され
た影響に対する気候変動の相対的な寄与 (大または小) 、および特性の信頼
度のカテゴリーを示す。影響の説明は補足資料 表SPM.A1を参照。  

(B) 1900-2010年の観測に基づく海洋の分類学的グループの分布の変化(km/10
年)の平均割合。正の分布変化は温暖化(以前は冷たかった水域への動き、一
般に極向き)と同じ。分析された応答の数は各カテゴリー毎にカッコ内に示され
ている。 

(C) 温帯および熱帯地域における4種類の主要な穀物について1960-2013年の間
に観測された気候変動による推定される影響のサマリー。カッコ内に分析され
たデータのポイント数を各カテゴリーごとに示す。[図7-2, 図18-3, および図MB-
2] 
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多くの地域で、降水や雪氷の変化が水源の水量と水質に影響を与え、水文システ
ムを変えている(確信度は中程度)。 

多くの陸域、淡水、および海洋の生物種が、気候変動の進行に応じて、地理的な
領域、季節的な活動、移動のパターン、量、および種の相互関係を変えている(確
信度は高い)。 

広範な地域と穀物に関する多くの研究によると、穀物生産に対する気候変動の負
の影響は、正の影響よりもより一般的である(確信度は高い)。 

現在、気候変動が人間の健康に与える負荷は、他のストレス要因の効果と比較し
て相対的に小さく、十分に数量化されていない。 

脆弱性と暴露の違いは、しばしば発展の程度の差から生じる気候以外の要素およ
び多次元的な不均一から起きる(確信度は非常に高い)。この違いは気候変動から
受ける異なるリスクを形成する。 

熱波、干ばつ、洪水、台風、および山火事のような近年の気象関連の極端現象の
影響は、近年の様々な気候に対し、いくつかの生態系や多くの人間システムの著
しい脆弱性や暴露を明らかにしている(確信度は非常に高い)。 
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気候関連の危険は他のストレス要因を悪化させ、特に貧困な人々の生計にしばし
ば悪い影響を与える。 

激しい紛争は気候変動に対する脆弱性を増す(中程度の証拠、高い合意)。 

A-2. 適応経験 

適応策は一部の計画プロセスの中に組み込まれつつあり、限定的だが実験されて
いる適応策がある(確信度は高い)。 

適応経験は、公的・私的なセクターやコミュニティの地域全体から集まっている(確
信度は高い)。異なるレベルの行政は、広範な開発計画の中に、適応の計画と方
針の策定および気候変動についての考慮を取り入れ始めている。 

A-3. 意思決定の背景 

気候関連のリスクへの対応は、引き続き気候変動の影響の深刻さや起きる時期が
不明確で、適応策の効果に限界がある中で、変化する世界で意思決定することを
意味する(確信度は高い)。 

図SPM.3: 複数のフィードバックを伴う繰り返すリスク管理プロセスとしての気候変
動の適応策。人々および知見はプロセスとその成果を形成する。[図2-1] 
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短期的な適応と緩和の選択は、21世紀全体の気候変動の危険性に影響する(確
信度は高い)。 

 

 

図SPM.4: 観測と予測された年間平均地表面温度。この図はWGII AR5において、気

候関連リスクをどの様に理解しているかを示している。この図は、今日までに観測
された気温変化と、高い排出と野心的な緩和策の元で予測される温暖化を示して
いる。 

技術的詳細:  

(A) 1901～2012年に観測された年間平均気温の変化の図。十分なデータから確

かな推定ができる地域については、直線的な傾向から導いている。白はそれ
以外の地域、塗りつぶしは10%の水準で傾向が顕著な地域、斜線は傾向が顕
著でない地域を示す。観測されたデータ(格子点値が期間中-0.53～2.50℃の
範囲)はWGI AR5 図SPM.1および2.21. 

(B) 1986～2005年と比較した全球年間平均気温の観測値および将来予測。観測
された1986-2005年に対する1850-1900の温暖化は0.61 ℃ (5-95%信頼区間
0.55～0.67 ℃)。黒線は3組のデーターセットから推定した温度を示す。青線と
赤線および影はRCP2.6モデル32個とRCP8.5モデル39個のCMIP5シミュレーショ
ンに基づくアンサンブル平均と±1.64標準偏差の範囲を示す。 
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(C) 2081-2100年の年間平均気温変化のCMIP5マルチモデル平均予測。1986-

2005年に対するRCP2.6と8.5。塗りつぶしはマルチモデル平均変化がベースラ
イン変化(20年平均の自然の内部変化)の2倍以上で≧90%のモデルが変化の
符号が一致した、非常に強い合意を伴う地域。白点付きは≧66%のモデルが
ベースライン変化より大きく、≧66%のモデルが変化の符号が一致した、非常
に強い合意を伴う地域。灰色は≧66%のモデルがベースライン変化より大きい
が、＜66%が符号変化で一致した、異なる変化を示す地域。斜線付きは≧66%

のモデルがベースライン変化より大きいが、季節、月または日のような短い時
間幅で顕著に変化している可能性があり、変化が小さいかない地域。解析は
ボックスCC-RCの方法の説明全部を含むWGI AR5 図SPM.8のモデルデータ
(RCP2.6と8.5の範囲で格子点値が0.06～11.71℃の範囲)を用いている。WG1 
AR5 Annex I [Boxes 21-2 およびCC-RC; WGI AR5 2.4, 図SPM.1, SPM.7, および
2.21]も参照のこと。 
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WGII AR5におけるリスク評価は様々な形の証拠に拠っている。リスク評価に投入
する証拠を集積するために専門家の判断が用いられている。 

人間と自然の連結したシステムの、将来の脆弱性、暴露、および応答に関する不
確かさは大きい(確信度は高い)。これは、リスク評価において、広範囲の社会経済
的な将来に関する調査をおこなう動機づけとなる。 

B) 将来のリスクと適応の機会 

B-1. 分野と地域に渡る主要なリスク 

以下の主要なリスクは分野と地域に渡り、それらは全て確信度が高いと認識され
ている。これらの各々の主要なリスクはいくつかのRFCに関連している。 
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i. 高潮、沿岸部の氾濫や海面上昇により、沿岸の低地、島嶼の途上国やその
他の島嶼国では、死亡、負傷、健康被害または生計崩壊が起きるリスク。
[RFC 1-5] 

ii. いくつかの地域では、内水氾濫により都市域住民が深刻な健康被害や生計
崩壊にあうリスク。[RFC 2, 3] 

iii. 極端な気象現象により、電気、水道、医療、救急のようなインフラおよび重要
なサービスの機能停止をもたらす、全体的なリスク。[RFC 2-4] 

iv. 極端に暑い期間に、特に脆弱な都市住民および都市や郊外の屋外作業者に
対する大量死と健康障害のリスク。[RFC 2, 3] 

v. 温暖化、干ばつ、洪水、および降水の変化や極端な降水により、特に都市や
郊外の貧困住民への食糧安定供給や食糧供給システムが崩壊するリスク。
[RFC 2-4] 

vi. 飲料水や灌漑用水の入手困難と農業生産の低下により、特に半乾燥地域で
最小限の資本しか持たない農家や牧畜家が郊外での生計と収入を失うリスク。
[RFC 2, 3] 

vii. 特に熱帯や北極圏の漁業社会に対し沿岸部での生計を支える、海洋と沿岸
の生態系、生物多様性、および生態系からの産品、機能やサービスを失うリ
スク。[RFC 1, 2, 4] 

viii. 人々の生計を支える、陸域や内陸の水の生態系、生物多様性、および生態
系からの産品、機能やサービスを失うリスク。[RFC 1, 3, 4] 
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評価ボックスSPM.1.気候システムに対する人間の干渉 

5つの包括的な懸念の理由(RFC)は、分野と地域にわたる主要なリスクを総括する
枠組みを与える。 

(1) 唯一で脅威を受けるシステム Unique and threatened systems 

(2) 極端な気象現象 Extreme weather events 

(3) 影響の分布  Distribution of impacts 

(4) 世界全体的な影響 Global aggregate impacts 

(5) 大規模な単一現象 Large-scale singular events 

温暖化の進行は、深刻かつ広範で不可逆的な影響が起きる可能性を高める。 

気候変動の速さと大きさを制限することで、気候変動の影響による全般的なリスク
を低減できる。 

評価ボックスSPM.1 図1: 気候に関連するリスクの地球的展望 

2014/4/7 NPO法人アース・エコ 21 



全
球
平
均
の
気
温
変
化

 
(℃

 
19

86
-2

00
5年
に
対
し

) 

 
全
球
平
均
の
気
温
変
化

 
(℃

 
19

86
-2

00
5年
に
対
し

) 

観測値 

オーバーラップ 

RCP8.5 (高排出シナリオ) 

RCP2.6 (低排出緩和シナリオ) 

(℃
 
産
業
革
命
前
の
水
準
に
相
当
す
る

18
50

-1
90

0年
に
対
し
て

) 

(℃
 
産
業
革
命
前
の
水
準
に
相
当
す
る

18
50

-1
90

0年
に
対
し
て

) 

固有および 

脅かされて
いる 
システム 

極端な 
気象現象 

影響の 
分布 

世界的な 
集合的 
現象 

大規模な
単一災害 

気候変動による追加的リスクの水準 

不検出 穏やか 高い 非常に高 

評価ボックスSPM.1 図.1 
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B-2. 分野別リスクと適応策の可能性 

淡水資源 

気候変動による淡水に関連するリスクは、温室効果ガス濃度の増加にとともに顕
著に増加している(確実な証拠、高い合意)。 

21世紀中の気候変動は、大部分の乾燥亜熱帯地域で再生可能な地表水および地
下水を大幅に減少させ(確実な証拠、高い合意)、セクター間での水獲得の紛争を
激化させる(限定的な証拠、中程度の合意)と予想される。 

陸域および淡水の生態系 

21世紀中とそれ以降に予想される気候変動により、特に気候変動と、生息地の変

化、過度の開発、汚染、外来生物などの他のストレスが相互作用する、陸域および
淡水域の生物種の大きな部分が絶滅のリスクの増大に直面している(確信度は高
い)。 

中～高排出シナリオ(RCP4.5, 6.0, および8.5)による今世紀中の気候変動の大きさと

速度は、湿地を含む陸域と淡水域の生態系の構成、構造および機能に対し、突発
的で不可逆的な地域単位の変化をもたらす高いリスクを与える(確信度は中程度)。  
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図SPM.5: 生物種が地形を超えて移動できる最大速度(観察とモデルに基づく；左縦
軸)、地形を超えて移動が予想される気温の速度との比較(気温に対する移動速
度；右縦軸) 
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沿岸システムおよび低地地域 

21世紀中およびそれ以降に予測される海水面の上昇により、沿岸システムおよび
低地地域は、浸水、沿岸の氾濫、沿岸浸食のような悪影響に段々とさらされる(確
信度は非常に高い)。 

海洋システム 

21世紀中およびそれ以降に予測される気候変動により、影響を受けやすい地域に

おいて、世界的な海洋生物の再配分と海洋生物多様性の減少が、漁業生産およ
び他の生態系サービスの持続的な供給への挑戦となる(確信度は高い)。 

中～高排出シナリオ(RCP4.5, 6.0, および8.5)で、海洋生態系、特に極域の生態系と

サンゴ礁で、植物プランクトンから動物に至る個々の生物種の生理機能、行動およ
び個体数の力学に関係する、海洋酸性化が重大な影響を与える。 
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図SPM.6: 漁業に対する気候変動リスク 

(A) 約1000種類の活用される魚類および無脊椎動物種の予測される最大潜在漁
獲量の世界分布 

(B) RCP8.5で予測される海洋酸性化(1986-2005年から2081-2100年までのpH変化)
の分布を示す世界地図に描かれた、海洋軟体動物および甲殻類(現在推定さ
れる年間漁獲率≧0.005t km-2)、および既知の冷水・暖水珊瑚の生息域。 
 [WGI AR5図SPM.8] 
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図SPM.6 

最大漁獲ポテンシャルの変化 (2001-2010年に対する2051-2060年、SRES A1B) 

データなし 
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図SPM.6 

pHの変化 (2001-2010年に対する2081-2100年、RCP8.5) 
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食糧安全保障および食糧生産システム 

20世紀より2℃以上温度上昇した場合、適応策を伴わない気候変動は、個別の地
域では利益となることもあるが、熱帯および温帯地域における主要穀物(小麦、米
およびトウモロコシ)に対し負の影響を与えると予測される(確信度は中程度)。 

食糧の入手、利用および価格安定を含む食糧安全保障の全ての視点は、気候変
動により潜在的に影響を受ける(確信度は高い)。 

図SPM.7: 21世紀中の気候変動による作物生産高の予測される変化のサマリー 

2014/4/7 NPO法人アース・エコ 33 



図SPM.7 

推
定
収
穫
量
の
パ
ー
セ
ン
ト

 

色の凡例 

収穫量変化の範囲 

収穫量 
の増加 

収穫量 
の減少 

2014/4/7 NPO法人アース・エコ 35 



都市域 

多くの気候変動による世界的なリスクは都市域に集中する(確信度は中程度)。強

靭性を構築し持続可能な開発を可能とする各段階は、気候変動の適応策の成功
を世界的に加速する。 

郊外地域 

将来の郊外への主要な影響は、世界的な食糧および非食糧穀物の生産地域の移
動とを含む、水の利用、供給、食糧安全保障、および農業収入に対する影響と予
想される。(確信度は高い)。 

主要な経済分野およびサービス 

大部分の経済分野にとって、人口、年齢構成、収入、技術、物価水準、ライフスタイ
ル、規制および統治の変化のような要因による影響は、気候変動による影響よりも
大きいと予測される(中程度の証拠、高い合意)。 

気候変化からの世界経済への影響は推定が困難である。 
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健康 

今世紀半ばまでに、予測される気候変動は、主に既存の健康問題を悪化させるよ
うに人間の健康に影響する(確信度は非常に高い)。21世紀を通して、多くの地域、

特に低収入の途上国で、気候変動がないときと比較して、気候変動は不健康の増
加へと導くと予想される。 

安全保障 

21世紀中の気候変動は、人々の移住を増大させると予測される(中程度の証拠、
高い合意)。 

貧困や経済ショックなどが内戦や集団間暴力のような形の激しい紛争の要因であ
ることから考えると、気候変動はこのような紛争のリスクを間接的に増加させる(確
信度は中程度)。 

多くの国の重要なインフラおよび地域的な秩序に対する気候変動の影響は、国家
の安全政策に影響すると予想される(中程度の証拠、中程度の合意)。 
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生計および貧困 

21世紀を通して、気候変動の影響は、経済成長を低下させ、貧困の減少を困難に

し、食料安全保障を更に劣化させ、現在の貧困を長期化させ、特に都市と飢餓の
ホットスポットでは新たに貧困を生み出すと予想される(確信度は中程度)。 

B-3. 地域的に主要なリスクと適応策の可能性 

評価ボックスSPM.2. 地域的に主要なリスク 

評価ボックスSPM.2 表1: 気候変動による地域的なリスクと適応策と緩和策によるリ
スク軽減の可能性 

2014/4/7 NPO法人アース・エコ 38 



評価ボックスSPM.2 表1(一部) 
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C) 将来のリスク管理と強靭性の構築 

図SPM.8: 解決の空間  
このレポートの中で評価し、このSPMを通して示される、気候変動に関連するリスク

管理について、重なり合うエントリーポイントとアプローチ、および重要な考慮点を
示すWGII AR5の中核概念。カッコ内の参照は、対応する評価調査結果とともに、こ
の要約のセクションを表す。 
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C-1. 効果的な適応の原則 

適応は、地域や背景が特有であるため、すべての状況に対して適切なリスク低減
のアプローチは存在しない(確信度は高い)。 

表SPM.1: 気候変動のリスク管理のアプローチ 
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表SPM.1 (前半) 
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表SPM.1 (後半) 
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適応の計画と実施は、個人から政府までのレベル間の相補的なアクション全体に
拡張されることがある(確信度は高い)。 

将来の気候変動への適応の第一歩は、現在の気候の変動に対する脆弱性と暴露
を減らすことである(確信度は高い)。戦略は、他の対象に対して共通の利益を持つ
者と一緒に取るアクションを含む。 

全ての統治レベルでの適応の計画と実施は、社会的価値、対象、およびリスク認
識に左右される(確信度は高い)。多様な関心、状況、社会的文化の背景、および
予想の認識は政策決定プロセスに役立つことがある。 

判断の支持は、判断のタイプ、判断のプロセス、および選挙民の背景と多様性に
敏感である時に、最も効果的である(揺るがない証拠、高い合意)。 

望ましく、かつ低減した影響にインセンティブを与えることにより、現存および新規
の経済的手法は、適応を促進できる(確信度は中程度)。 

制約は適応の計画と実施を妨げるように相互作用することがある(確信度は高い)。 
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不十分な計画、誇張した短期成果や結果が十分予期された失敗は、不適応な結
果に終わることがある(中程度の証拠、高い合意)。 

限られた証拠によると、世界全体の適応ニーズと適応のための資金には隔たりが
ある。世界全体の適応に要する費用を算定する研究には、データや手法、適用範
囲が不十分という特徴があり、更なる研究の向上が必要である(確信度は高い)。 

重要な相互利益、相乗効果、トレードオフは緩和と適応の間や異なる適応の反応
の中に存在する。相互作用は地域内及び地域をまたいで起こる（確信度は非常に
高い）。 
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 図SPM.9: 機会空間と気候に強靭な経路  

(a) 我々の世界 [A-1, B-1]は、いろいろな方向から強靭さに影響する複数のストレス

要因に脅かされており、ここでは単に生物物理的と社会的ストレス要因を示す。ス
トレス要因は気候の変化、気候の変動、土地利用の変化、生態系の劣化、貧困と
不平等、および文化的要因を含む。 

(b) 機会空間 [A-2, A-3, B-2, C-1, C-2]は、(C) 将来可能な異なるレベルの強靭さとリ
スクの [C, B-3] の範囲に至る判断ポイントおよび経路を示す。  

(d) 判断ポイントにより、機会空間を通して実行できるか実行に失敗するか、これと

同時に気候変動に関連するリスク管理プロセスを構築できるか失敗するかが決ま
る。 

(e) 適応学習、増加する科学的知見、効果的な適応と緩和の手段、およびリスクを

低減する他の選択肢により、機会空間の中でより強靭な世界に導く気候に強靭な
経路(緑)。  

(f) 強靭性の低い経路(赤)は、不十分な緩和、不適応、知識の学習と活用の失敗、

および強靭さを弱める他の行動を含むことがあり、これらは将来の可能性の点で
不可逆的であることがある。 

C-2. 気候に対する強靭な経路と変化 
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図SPM.9 
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持続可能な開発のための気候に強靭な経路の展望は、気候変動の緩和のために
世界が達成するものに基本的に関連している(確信度は高い)。 

気候変動の速度と規模の増大は、適応限界を超える可能性を増加させる。 

経済的、社会的、技術的、政治的決定や行動の変化は、気候に強靭な経路の実
現ら可能とする(確信度は高い)。 

補足資料 

表SPM.A1: AR4以後の科学文書で報告された、観測された気候変動の影響 
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表SPM.A1 (一部) 

2014/4/7 NPO法人アース・エコ 54 


